
組織の発達段階を踏まえたリーダーの育成目標、リーダーが学ぶべき事項（知識、ノウハウ等）（イメージ） 資料２

・ 自主防災組織等のリーダー育成のカリキュラムを作成する前提として、組織の発達段階を考慮し、段階別のリーダー育成の目標、
リーダーが学ぶ必要がある事項（知識・ノウハウ等）のイメージを以下の通り整理した。

・ リーダーの育成目標及び学ぶべき事項は、今後、カリキュラムとして具体化していく予定。

〇組織の発達段階を踏まえたリーダーの育成目標、リーダーが学ぶべき事項（知識、ノウハウ等）等（イメージ）

結成しはじめの組織
（結成から長期にわたり実質的
な活動が行われていない組織）

地域の住民に自主防災活動の必要性
を理解してもらうための活動を実施
できる組織（初期）

地域の住民が主体となった防災活
動を実施できる組織（発展期）

毎年継続して地域で自主防災活
動を積極的に実施できる組織
（成熟期）
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 組織のリーダーが自主防災活動
を理解できる

 自主防災活動を理解したリー
ダーが、地域の住民（構成員）に
自主防災活動を理解してもらうこ
とができる

 地域の住民（構成員）に自主防災活
動に主体的に参加してもらうことが
できる

 地域内の他の組織等や地域外の
組織等と連携して地域防災力を高
める活動を行うことができる
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 新任の自主防災組織の代
表者

 新任の防災部（班）長

 地域住民に対する防災啓発活動
を行うことができるリーダー

 平時・災害時に地域で防災活動
を実践できるリーダー

 他の地域の組織等と連携した活動
を展開できるリーダー

 地域の自主防災組織等の人材育
成を実践できるリーダー
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 自治体等が開催する防災講演会、
リーダー育成研修会等に参加す
る

 市の出前講座などを活用した防災教室を開
催する

 地域のイベントで防災グッズを提供する

 防災まちあるき（危険箇所の把握）、自主
防災マップ作り（ワークショップ）を行う

 市の総合訓練にあわせ、消火、安否確認、
避難訓練等を行う

 地域の学校、行政等と連携して学校
区単位で避難所となる学校を活用し
て避難所運営訓練を行う
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 地域防災活動を行う上で、最低限
身につけるべき基礎事項

 地域の脆弱性の把握
 災害の理解
 自主防災活動の必要性
 自主防災組織の役割の理解 など

 平時・災害時に防災活動を実践する
上で学ぶべき事項（知識、ノウハウ
等）

 災害時に防災活動を行うための専門
知識・スキルの習得

 被災者の心理、要配慮事項に関する
専門知識と対応スキルの習得

 組織運営、コミュニケーションスキ
ルの習得

など

様々な組織等と連携し、毎年継続した地
域防災活動を展開するために学ぶべき事
項（知識、ノウハウ等）

 組織間の調整や、人・組織同士の
協働に係るスキルやテクニックの
習得

 防災アクションプラン・地区防災
計画など計画化のための知識

など

カ
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化 地域住民に自助の重要性をはじめと

した防災啓発活動を行うために学ぶ
べき事項（知識、ノウハウ等）

 自助の重要性の理解
 自助の取り組み、家庭での防災対策
耐震化・家具固定、非常持出品の準備
など
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